様式43　申述書
申述書
平成　　年　　月　　日
海老名市長　殿

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　実印

私は、社会福祉法第三十六条第四項各号に規定する役員の欠格事由のいずれにも該当いたしません。
また、設立当初の役員について、次の者を除いて、私と親族等の特殊の関係のある者はおりません。

	設立当初の役員のうち、親族等の特殊の関係のある者の氏名
	


参考１：社会福祉法第三十六条抜粋
	（役員の定数、任期、選任及び欠格）

第三十六条　（略）

２～３　（略）

４　次の各号のいずれかに該当する者は、社会福祉法人の役員になることができない。

一　成年被後見人又は被保佐人

二　生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害者福祉法又はこの法律の規定に違反して刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

三　前号に該当する者を除くほか、禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

四　第五十六条第四項の規定による所轄庁の解散命令により解散を命ぜられた社会福祉法人の解散当時の役員


参考２：親族等の特殊の関係のある者（「社会福祉法人指導監査要綱」より）
	①　当該役員と民法に定める親族関係にある者

②　当該役員とまだ婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻と同様の事情にある者

③　当該役員の使用人及び当該役員から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者
④　②又は③の親族で、これらの者と生計を一にしている者

⑤　当該役員が役員となっている会社の役員、使用人及び当該会社の経営に従事する他の者並びに当該会社の同族会社の使用人であって、役員と同等の権限を有する者

⑥　①～④の者と同族会社の関係にある法人の役員及び使用人


注　詳細は、租税特別措置法施行令第25条の17第６項第１号に規定する「親族等」の定義を確認してください。
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